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演題名 分別活動における医療廃棄物の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

当院において医療廃棄処分量が年々増加してきている。
病棟で医療廃棄段ボールの廃棄数を調べた結果、6日間で85箱廃棄、97,750円の費用が掛かっている。
又、医療廃棄段ボールの中に一般ごみを捨てている現状もあった。
「ごみの分別」「経管栄養のごみ」等の見直しを行い、医療廃棄物の削減を目指す。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 10

新藤芽衣/古山信弥 施設管理/事務

黒川恵/稲葉夢菜 事務/事務

（こすとさくげん　げんかいとっぱそのさきへ）

杉山美恵子/進士博史 事務/事務

リーダー名
（職種）

回

活動期間
臨床検査技師

保育士

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　医療廃棄段ボール

（目標値）　週20箱削減を目指す（週2万3千円、年間120万円削減）

①分別の周知
②経管栄養ごみの捨て方の見直し
③更衣室前の医療廃棄段ボールの撤去
④ラウンドチェック

（実施前）医療廃棄段ボールの中に一般ごみが入っている / 経管栄養ごみが多い

（実施後）更衣室前の医療廃棄段ボール撤去 / 経管栄養のパック部分は一般ごみとして処分

標準化：ごみの分別継続及びラウンドチェック
管　 理：医療廃棄段ボールの廃棄数を毎月確認する
教   育：TQMメンバーが新入職員に分別の指導を行う

熱川温泉病院

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

③管理部門

④その他

施設名

古山信弥（事務）

鈴木佐也佳

横山あみ/古代里菜 看護師/ケア

本山命 看護師

長谷川弓子 作業療法士

言語聴覚士

管理栄養士

植本崇夫　

石井純子

村木美奈江

2024年3月　～　6月

田所康之

取り組種別 課題達成型

院長

看護師川内斗輝

小林利恵/山田成美 看護師/ケア

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

コスト削減～限界突破その先へ～

川内斗輝（看護師）

（かわうち　とき）



【現状把握】

【目標設定】 【対策の立案と実施】



【対策の立案と実施】

【効果の確認】



【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


